




要約：本研究で作成したパーセンタイル法を採用した新しい日本人胎児発育曲線(出生時

体格基準曲線)と、現基準曲線 (1983 年度厚生省研究班作成・ 1994 年改定)との比較を行

った。現在の曲線は1983 年の厚生省研究班のデータを基に再計算により算出したもので、

体重は男女別曲線、身長・頭囲は男女をまとめた各々 1本の曲線であったが、新しい基準

曲線では身長、頭囲に加え胸囲に関しても男女別となり、在胎週数も下方に 22 週まで延

長した。両曲線を比較した場合、体重、身長、頭囲いずれも全体に小さく、10～90%パー

センタイルの幅が狭いことが示された。身長、頭囲は女児において従来の曲線と乖離が大

であった。


